
教職員 保護者 児童 平均
評
価

コメント

人権教育の推進を図
る。自分のよさを実
感させ、自己肯定感
を高めるとともに、
相手を大切にする態
度を育てる。

100 72 86 Ａ

各学級での人権教育や思い
やりの木の取組、いじめゼ
ロの取組の発表を行った。
他の学年の取組を聞くこと
で、友達の良さに気付いた
り、自分にできることを考
えるきっかけになっていた
りした。

思いやりの木の取組を各学
級で価値付けをしたり、実
践につながるよう日常的な
指導に生かしたりする。教
員への人権研修も引き続き
行い、人権意識の向上を図
る。

A

思いやりの木の取組はと
ても良い。人を思いやる
と同じように自分自身も
大切にしてほしい。

引き続き、学校全体
で人権教育の取組を
推進していく。

道徳教育の推進を図
る。夢や希望を育
み、心の教育の充実
をさせるとともに、
社会で生きる土台を
培う。

94 75 94 88 Ａ

年間計画に従って特別の教
科　道徳での指導や各学級
の実態に合わせた日々の学
級指導の中で道徳教育を進
めることができた。

道徳での授業力向上を図る
ために、小教研道徳部の実
践を紹介したり、資料提供
をしたりする。

A

「あいさつ音楽劇」は良
い企画だった。全ての児
童や多くの保護者に直接
鑑賞してもらいたかっ
た。

教育活動全体で道徳
教育を進め、心の教
育 を 充 実 さ せ て い
く。

特別支援教室や教育
相談体制の活用を通
じて、特別な支援を
要する指導の充実を
図る。

100 57 79 Ｂ

特別支援教育について保護
者の理解を得ることが難し
い事例があった。アンケー
トからもそれが分かる。

児童だけでなく保護者への特
別支援理解教育を行うととも
に、保護者とよりよい関係を
築き、丁寧に学校での児童の
実態や課題を保護者に伝え、
適正な就学の実現をめざす。

B

保護者の評価が残念。保
護者と話せる時間がとり
づらい状況の中で、信頼
関係を作り理解と協力を
求めていくことの苦労を
感じる。

教育活動説明会やパ
ンフレットの配布、
学校ホームページ等
を活用し保護者への
特別支援教育の理解
を進める。

ICTを取り入れた教
材の工夫やめあて・
振り返りのある授業
づくりを通し、児童
の学習意欲の向上と
基礎学力の定着を図
る。

100 76 74 84 Ｂ

電子黒板やデジタル教科書等
のICT機器をどの教科の授業で
も使うようにした。しかし、
学校ホームページ等を活用し
た保護者へ広報活動が十分で
なかったことが保護者の数値
が低い原因と考えられる。

ICT機器の効果的な活用につ
いてOJTを通して全教員が活
用できることで児童の学習
意欲の向上と基礎学力の定
着を進める。

B

ICT機器を従来教材の代
替えでなく効果的な活用
を推進し、児童の学力向
上に併せ、教職員の業務
の質および効率の向上に
つなげて欲しい。

教員の誰もがＩＣＴ
機器を活用した授業
ができ、児童はいつ
でもＩＣＴ機器を生
かした授業を受けら
れるように研修と体
制づくりを進める。

考える場・話し合う
時間の設定を通じ
て、考える力・表す
力の向上を図る。

100 78 89 89 Ａ

考える場や話し合う場の設
定を意図的に多くすること
で、児童の考える力や表す
力を高めることができた。

各教科、総合、道徳等にお
いて、クロームブックの
ジャムボード等の活用を図
り、ＩＣＴを活用して考え
る力や表す力の向上を進め
る。

A

考え、話し合う場の提供
への対応や配慮について
の結果は、引き続き児童
個々のスキルアップに向
けた対応を期待する。

ＩＣＴ機器の活用を
通して「主体的・対
話的で深い学び」を
追求していく。

読書貯本通帳・読書
月間の取組を通じ
て、読書好きの子供
を増やす。

100 70 68 79 Ｂ

梅の郷貯本通帳の取組と朝
会での達成者紹介、読書旬
間でのおすすめの本紹介な
どの取組によって読書好き
の児童は増えている。貯本
通帳が溜まらない児童は、
貯本の紙を無くしたり、記
入を忘れたりといった、物
の管理での課題が大きい。

学校司書や図書ボランティ
アを活用し、読み聞かせを
行い、本への興味・関心を
高め読書活動の推進につな
げる。図書購入の予算確保
に努める。学校連携推進重
点校事業の重点校として読
書活動を推進していく。

B

本好きになるきっかけ
は、小学校の担任の読み
聞かせだった。生の声で
読み聞かせる大切さを続
けて欲しい。

読書のよさを児童に
伝え、読書活動を推
進していく。

縄跳び旬間・持久
走旬間などの一校
一取組運動や休み
時間の外遊び啓発
を通して、体力の
向上を図る。

83 86 84 84 Ｂ

体育の授業の導入時、継続し
て体力を高める運動に取り組
んだが、体力向上につなげる
ことが十分にできなかった。
持久走については全校で走る
のでなく、学級ごと体育の授
業内で走った。

委員会活動や代表委員会で
外遊びを推奨したり、中休
みや昼休みは、基本的に外
で遊ぶことを各学級で指導
したりする。旬間中は、外
で活動することを優先させ
る。

B

コロナ禍の制約の中での
努力は、肯定的評価以上
に現れているではないか
と推察できる。

体力テストの結果を
分析し、体力向上の
取組を推進するとと
もに、家庭に啓発し
協力を求める。

保健指導の充実を図
る。「元気チェック
カード」や感染症対
策を通じて、健康的
な生活習慣づくりを
進める。

83 87 94 88 Ａ

評価の数値としては良く、
元気チェックカードや歯磨
きカレンダーの取組による
意識付けはできているが、
児童の生活や虫歯減少など
目に見える形で成果が表れ
ていない。

ゲームやスマホ等の使い方
や生活リズム等について、
児童への指導だけでなくﾉｰ
ｹﾞｰﾑｷｬﾝﾍﾟｰﾝや保護者会での
担任からの話、保健だより
等を通して保護者への啓発
を行う。

A

児童の評価が高いが、
チェックカードやカレン
ダーなどの取組が具体的
で生活習慣や生活リズム
を見つめ直すことができ
たのではないか。

家庭と協力して健康
的な生活習慣づくり
を進めていく。

日常の安全指導や避
難訓練を徹底させ、
命を大切にする教育
の充実を図る。

100 84 92 Ａ

コロナの感染状況に応じた
安全指導・避難訓練を実施
することができた。避難訓
練の時、命を守る学習であ
ることを意識付ける話をし
た。

状況に応じた避難訓練を継
続して行う。三校合同の引
き取り訓練やＪアラート対
応避難訓練を行っていく。

A

自分の命を守るための基
本を身に着けられる様、
緊張感をもっての実施を
お願いする。

引き続き、安全指導
や避難訓練を通して
命を大切にする教育
を推進する。

学校便りやメール配
信、ホームページ、
スクリレの活用を通
じて、開かれた学校
を推進する。

100 88 94 Ａ

保護者や地域に教育活動を十
分に公開できなかったが、学
校ホームページやスクリレな
どを効果的に活用して学校の
情報や学習の課題などを家庭
に知らせることができた。

引き続き学校ホームページ
やスクリレ等を活用して、
学習や行事の様子や今日の
給食を画像とコメントで伝
えていく。

A

学校の様子を見たり、学
校からの情報に触れたり
することで子供たちのこ
とが分かり、保護者は安
心できる。

引き続き開かれた学
校を推進していく。

教職員が、それぞれ
の専門性を発揮する
ともに、一致協力し
て教育活動に当た
る。

100 73 87 Ａ

複数の学年で一部教科担任
制を試みたが、教職員間で
情報共有・連携を図り、学
校全体で協力して教育活動
に当たることができた。

各担任の専門性を学年で生か
す教科担任制を各学年で試行
していく。引き続き「チーム
五小」として学校全体で協力
して教育活動に当たる。

A

教職員の方々が共通認
識・共通理解のもと心を
一つに協力していると感
じた。

チーム五小として
様々な教育課題に対
して組織的に対応し
ていく。

行事や授業の連携を
通じて、西中学校区
や異校種・様々な公
共機関との交流を推
進する。

100 54 77 Ｂ

直接的な交流はできてない
が、工夫して交流を行っ
た。それらを保護者に伝え
ていないことが考えられ
る。

実施可能な交流を積極的に
進め、学校ホームページや
スクリレ等で保護者へ発信
する。

B

保護者の評価が低くて残
念。身近な地域の方々と
交流し、子供たちを見
守っていけると良い。

異校種交流や様々な
交流を行い、その様
子や成果と課題を保
護者に発信してい
く。
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改善策

１
　
豊
か
な
心
の
醸
成

「

相
手
を
思
い
や
り
、

共
に
認
め
合
う
子
」

の
育
成
を
目

指
す
。

学校経営
方針

具体的な内容
評
価 分析結果

肯定的評価

よ
さ
に
着
目
し
、

互
い
の
よ
さ
を
認
め
励
ま
す
こ
と
を
通

じ
て
、

思
い
や
り
の
心
を
醸
成
す
る
。

＜学校経営方針の重点＞　　１　豊かな心の醸成　　　２　確かな学力の向上　　　３　健やかな体の育成

学校の見解と
今後の方向性

４
　
そ
の
他

「

学
校
や
地
域
を
愛
す
る
子
」

の
育
成
を
図
る

家
庭
や
地
域
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
進
め
、

し
っ

か
り
と
し
た
信
頼
関
係
の
構
築
を
図
る
。

２
　
確
か
な
学
力
の
向
上

自
ら
考
え
、

共
に
学
び
合
う
子
」

の
育
成
を
目
指
す
。

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
充
実
に
向
け
て
、

授
業
改
善
を
図

る
。

３
　
健
や
か
な
体
の
育
成

「

体
を
鍛
え
、

自
他
の
命
を
大
切
に
す
る
子
」

の
育
成
を
目

指
す
。

体
力
の
向
上
と
健
康
の
増
進
を
推
進
し
、

自
分
の
命
は
自
分

で
守
ろ
う
と
す
る
態
度
の
育
成
を
図
る
。


